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パブリックコメント手続の実施結果について 

 

１ 案件名 

  平塚市子ども読書活動推進計画（第４次）（素案）について 

 

２ 案件の概要 

  平塚市では、平成１７年３月に「平塚市子ども読書活動推進計画（第１次）」を策定し、全市的に

子どもの読書活動を推進しています。第３次計画の実施期間が令和元年度で終了することにともない、

第３次計画の取組の成果と課題を踏まえ、令和２年度から令和６年度の５年間を見据えた「平塚市子

ども読書活動推進計画（第４次）（素案）」を作成しました。 

 

３ 募集概要 

（１）意見の募集期間 

令和元年１２月６日（金）～令和２年１月５日（日） 

（２）意見の提出方法 

持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール 

 

４ 実施結果 

（１）提出意見数 

個人から ４ 人 １８ 件 

団体から ２ 団体 ２０ 件 

合計 ６  ３８ 件 

（２）意見内訳 

項目 件数 (件) 

全体 １ 

第２章 ３ 県の子ども読書活動の推進に関する施策 １ 

第３章 ４ 計画の目標 １ 

第４章 １ 家庭における子ども読書活動の推進 ３ 

第４章 ２ 地域における子ども読書活動の推進 １ 

第４章 ３ 学校等における子ども読書活動の推進 １１ 

第４章 ４ 図書館における子ども読書活動の推進 ８ 

第４章 ５ ボランティア活動支援による子ども読書活動の推進 １ 

第４章 ６ 子ども読書活動の啓発の推進 ３ 

その他 ８ 

合計 ３８ 

（３）意見への対応区分 

項目 説明 件数 (件) 

ア：反映 意見を受けて計画案等を修正したもの ５ 

イ：反映済み 既に計画案等に記載されているもの又は既に対応しているもの ４ 

ウ：参考 取組を推進する上で参考とするもの ２７ 

エ：その他 意見募集の範囲と異なるもの、反映が困難なもの、質問など ２ 

合計 ３８ 
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５ 意見対応表 

番号 項目 市民意見の概要 市の考え方 
対応 

区分 

１ 

全体 第４次計画として、事業内容がきちんと

継続し発展していると感じます。また、

市内全体を捉えながら、細やかな視点で

次の課題も明確にされています。懇話会

構成員のみなさんにも感謝です。お疲れ

様でした。 

第４次計画では、平塚市内の子どもの読

書活動の実態や意識などを把握するた

めのアンケートを実施し、より効果的に

子ども読書活動を推進してまいります。 

ウ：参考 

２ 

第２章 

３ 県の子ども

読書活動の推

進に関する施

策 

７ページ「３ 読書ボランティアの養成

及び（学校）司書への支援」の中の「読

書ボランティア」という表記は、「図書

ボランティア」の誤記でしょうか。 

 

本市では、「図書ボランティア」と表記

しますが、「第４次神奈川県子ども読書

活動推進計画」の文言をそのまま引用

し、ここでは「読書ボランティア」と表

記しています。 

エ：その

他 

３ 

第３章 

４ 計画の目標 

 

１５ページの「１８歳以下の平塚市図書

館における利用登録率と貸出件数」につ

いて 

①生涯学習の入口として、博物館見学と

同じくらい市内の小中学校が学校とし

て図書館に来る方法を考えてもよいの

ではないか。 

②学校のカリキュラム内で公共図書館

に行って図書館の使い方を説明したり、

持っていないのなら利用カードが作れ

るというプログラムを用意したらどう

だろうか。 

①②平成３０年度は、小学校１１校（２

９校中）、中学校１１校（１６校中）、平

塚養護学校やろう学校が図書館見学や

職場体験を実施しました。具体的には、

北図書館では学校の授業の一環で小学

校２年生が図書館に訪れ、貸出体験も行

うなどの取り組みもありました。このよ

うな取り組みは、子どもたちがその後図

書館へ来館するきっかけとなると考え

ますので、学校との相談の中で受け入れ

や体験の充実を図ってまいります。 

イ：反映

済み 

４ 

第４章 

１ 家庭におけ

る子ども読書

活動の推進 

①第３次計画から妊産婦への啓発に取

り組んでいるとあるが、効果はどうだっ

たのか。効果があったから具体的な事業

につなげたいのか、なかったから効果的

な事業を、ということなのか。 

②主な課題にブックスタートの効果測

定があるが、どのような効果を測定する

のか。ブックスタートというきっかけを

活かせるかどうかは、その後につながる

事業の内容にもよるのではないか。 

 

①効果の一つとしてブックスタートの

参加率を見ると、妊産婦への啓発実施前

後で大きな変動はありませんでした。引

き続き、子どもたちに身近な大人への啓

発を行ってまいります。 

②効果測定については、ブックスタート

に参加しなかった理由、ならびに参加者

へブックスタートを契機に読書が継続

しているか、継続していないのならばそ

の要因を調査する目的でアンケートを

実施する予定です。 

ウ：参考 
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５ 

第４章 

１ 家庭におけ

る子ども読書

活動の推進 

１８ページの 「平塚市子ども読書活動

中間評価部会・推進懇話会からの意見」

に関連して 

①１歳半、３歳児健診時へのアプローチ

をセカンドブック事業として検討して

はどうか。読み聞かせだけでなく、ブッ

クリストの配布も有効ではないか。（慣

れない環境に泣いたり暴れたりして読

み聞かせを聞けない場合にも有効な何

かがあるとよい。） 

②「幼稚園・保育園、小・中学校や医療

機関などと連携し」とあるが、具体的に

はどのようなことなのか。 

 

①第４次計画では、健康診査などの機会

を利用した読み聞かせの推進を検討す

る中で、ブックリストの配布についても

あわせて検討します。セカンドブック事

業については、先行して実施している自

治体等の事業内容を調査・研究を行い、

ブックスタート事業後の子どもたちの

読書活動のフォローを検討してまいり

ます。 

②１７ページ「（１）第３次計画からの

課題」にも挙げましたとおり、未就学児

の読書活動についての現状を把握する

必要があります。各園・各小中学校及び

病院等と連携し、まずは子どもの読書活

動の現状やニーズを把握したいと考え

ます。 

ウ：参考 

６ 

第４章 

１ 家庭におけ

る子ども読書

活動の推進 

１９ページ「ファミリー読書の日」は４

館で実施してほしい。 

 

「ファミリー読書の日」の啓発について

は、地区図書館含め４館で実施します。

「ファミリー読書の日」のおはなし会に

ついては、まずは中央図書館で実施し、

順次各地区図書館でも対応できるよう

努めます。 

ウ：参考 

７ 

第４章 

２ 地域におけ

る子ども読書

活動の推進 

 

 

２４ページ「いのちの尊さをつたえる

本」について 

①認知度を上げるためにも本の選定を

一地区の協議会だけで固定するのでは

なく、他地区の協議会にも選定してもら

ってはどうか。 

②ホームページで見られるだけでなく、

図書館でもリストがもらえるようにし

てはどうか。せめてリストが閲覧できる

ようになるとよい。 

③認知度が低い。届いてほしい人に届い

ていないのではないか。 

④「こころと命のサポートのための本」

との違いがわからない。別の部署で同じ

目的のことをやっているという理解で

いいのでしょうか。 

⑤「こころと命のサポートのための本」

については記載がないが、今後選定はし

ないのか。 

①御指摘のとおり、「いのちの尊さをつ

たえる本」のブックリストは、一地区の

中学校区子ども読書活動推進協議会の

ボランティアの方々が中心となり作成

いただいたものです。他地区の協議会に

も選定の御協力をお願いするかどうか

は、新たなブックリストを作成する際

に、各中学校区子ども読書活動推進協議

会代表者会議等で御相談させていただ

きます。 

②９月の自殺予防週間や３月の自殺対

策強化月間の１か月間は、各市立図書館

に、特設コーナーを設置し、相談窓口案

内のリーフレットの他、「いのちの尊さ

をつたえる本」のブックリストを配架し

ております。ブックリストの常設につき

ましては、準備ができ次第、実施いたし

ます。 

 

ウ：参考 
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③「いのちの尊さをつたえる本」のブッ

クリストの周知につきましては、市ホー

ムページに、「今月のおすすめ本」とし

て掲載している他、これまでに市内の公

立保育園・民間保育所・認定こども園・

子育て支援センターにブックリストを

配付し、読み聞かせやおはなし会での本

を選定する際に活用していただく他、保

護者にも閲覧できるよう配架を依頼し

ております。また、毎年、小・中学校の

学校司書と司書教諭を通じて、全小・中

学校へリストを配付しております。今後

も広く知っていただけるよう効果的な

周知の方法を検討してまいります。 

④⑤御指摘のとおりです。全市的な取り

組みである「こころと命のサポート事業

（自殺対策）」の一環として、福祉総務

課では「いのちの尊さを伝える本」事業、

中央図書館では「こころと命のサポート

のための本」事業を行っております。子

ども読書活動推進が主な目的ではない

ため、計画には掲載しておりませんが、

継続して実施する予定です。 

８ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

２５ページ中段の「季節や行事に関する

本が園児の目に届きやすいところに配

置されており、園児が本を見たいと思え

るような・・・ 」という表記は絵本の

誤記でしょうか。 

ここでは、絵本だけでなく図鑑などを含

めて「本」と表記させていただいており

ます。「季節や行事に関する本が園児の

目に届きやすいところに配置されてお

り、園児が本を手に取りたいと思えるよ

うな・・・」というよりイメージしやす

い表現に改めます。 

ア：反映 

９ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

 

①幼稚園・保育園・こども園に対して出

前図書館や団体貸し出し、図書館職員が

本の紹介に出向くなど、積極的にアプロ

ーチしてはどうか。 

②すでに制度があるなら園側が利用し

やすくなるように検討してほしい。 

①②図書館では、市内の幼稚園・保育園

やろう学校、高齢者施設などに出向く

「出前図書館」を実施し、子どもたちの

も喜ばれております。また、講師派遣制

度を利用して保育園で親子に絵本の楽

しみ方を伝える講座などを行っており

ます。周知を含めさらにご利用いただけ

るよう検討してまいります。 

 

イ：反映

済み 
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１０ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

 

２６ページ「平塚市子ども読書活動中間

評価部会・推進懇話会からの意見」の内

容はもっともである。学校や司書が変わ

ってもガイドラインに沿った基準で平

塚市の学校図書館は運営されていると

いう、一定の公平さは必要。 

学校図書館の運営上の重要な事項につ

いてその望ましい在り方が示されてい

る「学校図書館ガイドライン」について、

周知を図っております。 

イ：反映

済み 

１１ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

２７ページ「１６ 学校図書館（小・中）

の蔵書の充実」はありますが、「保育園、

こども園における蔵書の充実」がありま

せん。蔵書数や内容について、将来、人

数や年齢に応じた絵本の数や内容など

の全体の基準づくりも視野にいれなが

ら、第４次計画では、「保育園、こども

園の蔵書の把握とニーズの確認」を盛り

込んではいかがでしょうか。そして、保

育園、こども園に対して、全市的なリサ

イクル本の活用を行っていくと良いと

思います。 

御指摘のとおり、２５ページ「（１）第

３次計画からの課題」にも挙げました

が、保育園等のニーズや現場の様子につ

いて把握する必要があります。ついて

は、２６ページ（２）今後の展望「・・・

また、現場の声が届きにくい保育園・こ

ども園や幼稚園の読書環境の調査とニ

ーズの確認、及び高校や特別支援学校な

どの読書活動の現状を把握し、連携につ

いて検討します。」へ修正し保育園・こ

ども園や幼稚園の蔵書の把握とニーズ

の確認について検討してまいります。 

ア：反映 

１２ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

 

 

２７ページ「１４ 学校司書の新任者研

修」について 

①現在と内容が変わるのか。 

②現在の研修は時間も内容も十分では

ない。学校図書館に関わる知識や技術の

獲得に関して学校司書個人の努力にあ

まりに頼り過ぎているのではないか。 

③新任者に限らず研修は必要だが、年に

１～２回の研修では十分なステップア

ップは望めないのではないか。 

④学校図書館の運営を助ける、コーディ

ネート機能を持つような機関があると

よいのでないか。 

⑤新任者の研修はスポットではなく、紙

や面で、困った時にはいつでも気軽に相

談できるようになるといい。 

⑥年に一度ではなくせめて月に一度程

度のタイミングで、他校の良い取り組み

を紹介するなどして学校図書館での事

例の共有できる仕組みがあるとよいの

ではないか。研修ほどでなくても困りご

との参考にできるのではないか。 

①~⑥学校司書の新任者研修は、新任者

に対し基本的な知識や技術を学ぶ研修

として実施しており、図書館の司書を講

師に学校図書館の資料や図書、寄贈図書

の受け入れ方法、分類の決め方等の講

義、ブックコーティングや補修方法等の

実技を行っています。 

今後もどういった研修を必要としてい

るのか把握に努め、またいただいた御意

見を参考に研修内容等を充実させてま

いります。 

ウ：参考 
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１３ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

 

２７ページ 「１８ 学校司書の支援の強

化」が、喫緊の課題だと考えています。

早急に、平塚市全体としての統一した学

校図書館の運営基準を作成し、働き甲斐

のある職場にしてあげてください。毎年

のように学校司書が辞めてしまい、経験

も積みあがらなければ、充実した図書館

づくりもできません。よろしくお願いし

ます。 

「学校図書館活用支援事業」は、司書教

諭等を補佐し、学校図書館の機能の充実

を図るために配置された学校司書を支

援し、学校図書館の活用を推進すること

により、子どもたちの学習や読書活動の

充実を図ることを目的に実施をしてお

ります。今後、いただいた御意見を参考

にその内容を充実させていくよう努め

てまいります。 

また、今後も「学校図書館ガイドライン」

について、周知を図ってまいります。 

ウ：参考 

１４ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

 

学校における子ども読書活動推進の中

核的機能は「学校図書館」です。そして、

その機能を活性化させる役割の中心が

「学校司書」です。しかしながら、全国

的にみて（教育現場の多忙感も関わっ

て）学校管理者、学校管理主管課、学校

教職員に学校図書館、学校司書の重要性

が十分理解されているとは言い難いの

が現状です。また、司書教諭は配置され

ていますが、司書教諭は充て職となって

いる場合が多く、司書教諭として学校図

書館運営に勤務時間の多くを割くこと

ができないのが現状です。そうなると、

本来、司書教諭と共働する立場にある学

校司書に学校図書館運営の負担が伸し

掛かってくることになります。平塚市の

場合、日々雇用としてサン・サンスタッ

フ（学校司書）が配置されていますが、

まだまだ不十分です。学校の読書活動を

更に発展させるならば、学校司書を中心

とする学校図書館運営の実質化を図る

ことが急務と考えます。 

学校図書館運営の実質化を図ることは、

子どもたちの読書活動推進のために必

要なことと捉えています。現在のサン・

サンスタッフ（学校司書）の雇用条件の

下では不十分さは否めないですが、一

方、司書教諭を充て職ではなく専任化す

ることで、この課題が解決の方向へ向か

う期待もできます。司書教諭につきまし

ては、県費負担教職員ですので、国・県

へ対し要望していきます。 

また、本市では平成２４年度に学校司書

が全校配置されましたが、学校司書の限

られた勤務時間の中で学校図書館運営

の実質化を図るためには各学校の実態

に合わせ、司書教諭、図書ボランティア

等と連携し取り組んでいくことが大切

だと考えております。「学校図書館活用

支援事業」を充実させ、学校図書館の円

滑な運営に資するよう努めてまいりま

す。 

ウ：参考 
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１５ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

 

学校司書の勤務について：週５日フルタ

イム勤務の会計年度任用職員として採

用すべきです。学校数が多く一度での導

入は難しいと思われるので、学校図書館

が不活性な小中学校を数校セレクトし、

期間を決めて（３年または５年）フルタ

イム学校司書を配置し、経年的に学校図

書館の変化を観察し、児童・生徒の読書

量の向上など結果が良好ならば、残りの

学校にもフルタイム学校司書の配置を

漸次進めるといった方式が考えられま

す。現行の勤務体系では十分に活性化し

ません。任用は非正規であったとして

も、学校教職員と等しい勤務体系の構築

を模索すべきです。適切な勤務体系を保

障することは、学校内における学校司書

の立場の明確化、学校図書館運営計画へ

の主体的な関与、学校司書としての専門

職意識の醸成、ボランティアとの協働の

発展などに繋がります。 

令和２年度は学校司書を会計年度任用

職員として採用するものの、フルタイム

での任用は厳しいものとなっています。

現状の雇用条件の下、学校図書館を活性

化させるよう努めてまいります。 

また、様々な機会をとらえて、学校司書

から意見・感想等を聞く機会を設けてお

りますので、その中で問題点等の把握に

努め、適切な勤務体系が保証できるよう

関係各課に働きかけてまいります。 

 

ウ：参考 

１６ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

 

２８ページ「事例紹介：学校図書館活用

支援事業」について 

①学校図書館の発展には、学校管理者等

への啓発が不可欠です。残念ながら、教

職員間に学校図書館の意義や活用につ

いての理解は十分浸透していません。司

書教諭だけではなく、特に学校長、その

他の教職員にも学校図書館の重要性、そ

の活用方法を啓発する講演、研修を積極

的に開催してください。なお、当該研修

の開催にあたっては、図書ボランティア

や市民の聴講も可能にして頂きたい。 

②現行採用している学校司書にヒアリ

ング（アンケート）を行い、自身の業務

に携わっての課題、問題点、待遇の問題

点など、学校司書の動向把握を行い、今

後の身分保障や学校内での司書の立場

保障をどのように進めるべきか、検討す

る際の素材を確保してください。 

①教育課程との関連を踏まえ、各教科等

において学校図書館を計画的に利活用

することが求められており、全ての教職

員の意識を高めていくことは重要なこ

とだと考えております。 

現在、教頭研究会や教務担当者会等、教

職員を対象とした研修会を実施してお

りますので、情報提供や資料提供を行う

よう努めてまいります。 

また、校長のリーダーシップのもと司書

教諭及び学校司書を中心に連携・協力し

組織的に取り組むよう啓発に努めてま

いります。 

②様々な機会をとらえて、意見・感想等

を聞く機会を設けておりますが、今後も

課題、動向の把握に努め、学校司書の身

分保障等が図られるよう事業実施の参

考、検討資料としてまいります。 

ウ：参考 
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１７ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

 

構成事業の所管について：研修は教職員

課、蔵書整備は教育総務課、司書の支援

強化は教育指導課と事業の担当課が異

なる点は問題です。事業を効率よく行う

のであれば学校図書館運営に係る所掌

を一つの部署に集約すべきと考えます。

早期実現が難しいならば、４次計画実施

期間中に、窓口を一元化し、学校図書館

運営アドバイザー的な職員を配置し、一

貫的計画実施に繋げて頂きたいと思い

ます。 

学校運営全体の仕組みの中で効率的な

事業実施ができるように担当課が分か

れております。学校図書館運営の充実に

向けて、学校教育とのバランスを考えな

がら、各事業を構成しておりますが、今

後も担当課間の連携を密にして取り組

んでまいります。また、実施していく中

で必要に応じて見直し等も検討してま

いります。 

ウ：参考 

１８ 

第４章 

３ 学校等にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

 

学校図書館の普及啓発について：学校図

書館に対する社会的理解は極めて希薄

です。学校図書館そのものについての市

民啓発が不可欠です。先ずは市民に対し

て学校図書館の見える化を促進してほ

しいと思います。 

・「広報ひらつか」を活用し、各学校の

学校図書館を紹介し、その役割を市民に

啓発する。 

・市役所ロビー等市民の多く集まる場所

を活用し、学校図書館活動の様子をパネ

ルにして展示する。パネルの作成は、学

校司書、ボランティア等で行う。 

・各学校に年度末の学校図書館活動報告

書の提出を義務付け、市のウェブで公表

する。 

・「学校司書のお仕事紹介」を行う。 

学校図書館や学校図書館活用の意義に

ついて広く理解を図るために、広報は重

要なものだと考えます。 

広報の仕方についてはその対象や内容、

情報量などによって様々な方法が考え

られますので、いただいた御意見を参考

にしてまいります。 

ウ：参考 

１９ 

第４章 

４ 図書館にお

ける子ども読

書活動の推進 

 

重点取組に上げられている「おはなし

会」「読み聞かせ」「映画会」など、聴覚

に障がいのある子どもやコミュニケー

ションに課題を抱える子どもたちにも

平等の機会が提供できる配慮をご検討

ください。いろいろな子どもたちが一緒

に楽しむ場は、理屈ではなく、障がいへ

の理解、いろいろな友だちを受け入れる

機会になり、子どもの成長につながるの

ではないでしょうか。 

読書活動推進計画の一助として平塚市

が「手話による絵本の読み聞かせ」に取

り組んでいただくことを希望します。 

御指摘のとおり、第４次計画では、障が

いのある子どもたちや外国語が母語の

子どもたちへの支援を充実させたいと

考えております。「２４ 発達段階に応じ

たおはなし会の実施」を「２４ すべて

の子どもたちのためのおはなし会」へ修

正し、事業概要を「年齢、母語とする言

語や障がいの有無にかかわらず楽しめ

るおはなし会を実施します。」へ変更し

ます。 

 

ア：反映 



 

9 

２０ 

第４章 

４ 図書館にお

ける子ども読

書活動の推進 

３１ページのおはなし会の中の、中央図

書館の「赤ちゃんおはなし会」が申し込

み制なのは参加者があふれないように

するためだと聞いた。参加しやすくする

ために「赤ちゃんタイム」と連動する以

外にも回数を増やしてもよいのではな

いか。 

「赤ちゃんおはなし会」については、ニ

ーズの把握を含め、よりよい内容となる

よう検討してまいります。 

ウ：参考 

２１ 

第４章 

４ 図書館にお

ける子ども読

書活動の推進 

家庭における子どもと本を繋げる担い

手の多くは母親です。父親の顔が見えま

せん。父親をターゲットにした読み聞か

せ講座をご検討ください。 

第４次計画では、毎月第１日曜日に家族

で参加できるおはなし会を実施し、父親

や共働き世帯を含め、平日に図書館へ来

館することが難しい家庭へ向けて本に

触れる楽しさを伝える機会を提供して

まいります。今後は、図書館で行うイベ

ントについて、なるべく家族で参加でき

るような日程を設定し、父親や母親のみ

ならず祖父母等家族で参加できるよう

なイベントの実施に取り組んでまいり

ます。 

ウ：参考 

２２ 

第４章 

４ 図書館にお

ける子ども読

書活動の推進 

定期的に読み聞かせ、おはなし会が実施

されていますが、その際、子ども向けだ

けでなく、大人向けに本の選び方や司書

お奨めの本の紹介、リクエストの方法や

レファレンスの方法紹介などを行うこ

とによって、保護者たちに図書館をより

身近に感じてもらうことに繋がると考

えます。 

ご提案いただいた方法も参考に、定期的

なイベントの機会もとらえて、図書館を

より身近に感じてもらえる工夫をすす

めてまいります。 

ウ：参考 

２３ 

第４章 

４ 図書館にお

ける子ども読

書活動の推進 

「いつでも どこでも 読書を楽しみ い

きいきと学ぶ 子ども読書のまち」のス

ローガンだが、「学ぶ」に対するアプロ

ーチが少ないのではないか。 

３１ページの「２２ 実践型のイベント

の実施」では、本をツールにして子ども

が自ら学ぶ機会を提供します。また、 

「２５ 子どもたちの調べ物支援の充

実」では、子どもたちが自ら調べものが

できるように、学びを視野にいれた事業

の実施に取り組んでまいります。 

イ：反映

済み 

２４ 

第４章 

４ 図書館にお

ける子ども読

書活動の推進 

３３ページの事例に紹介されている「ミ

ッションインポッシブル」のようなプロ

グラムを地区図書館でも実施できると

よい。 

図書館体験型プログラム「ミッションイ

ンポッシブル in 平塚市中央図書館」に

ついては、学校側の要望を加味し、学校

と連携した事業の実施を検討してまい

ります。 

ウ：参考 
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２５ 

第４章 

４ 図書館にお

ける子ども読

書活動の推進 

①子どもが親に「～だから図書館行きた

い」と言いたくなるようなイベントがあ

るとよい。幼稚園や学校と共催するな

ど、園や学校に知らせて終わり、ではな

い連携を検討してもよいのではないか。 

②子ども向けのイベントに図書館の児

童書担当が出向くとよいのではないか。

浅間祭にブースを出してコラボレーシ

ョンするなど、地の利を生かす発想があ

ってもよいのではないか。 

①②他のイベントとも連携し、子どもや

保護者により魅力的な事業及び図書館

運営に努めてまいります。 

ウ：参考 

２６ 

第４章 

４ 図書館にお

ける子ども読

書活動の推進 

いわゆるヤングアダルト層に対する働

きかけがもっとあるとよい。 

平成３０年度の子ども読書活動推進フ

ォーラムでは中高生を対象に絵本での

ワークショップを実施しました。図書館

のヤングアダルトコーナーを含め、中高

生のニーズにあった働きかけをしてま

いります。 

ウ：参考 

２７ 

第４章 

５ ボランティ

ア活動支援に

よる子ども読

書活動の推進 

図書ボランティア、各中学校区子ども読

書活動推進協議会について：近年共働き

が主流となり、子育て世代のボランティ

アは減っている。数少ない子育て世代の

ボランティアに負担が偏りがちで、参加

をためらう原因にもなっている。今後、

子育て世代のボランティアは限りなく

減少する、という前提で持続可能な仕組

みを検討してほしい。 

３６ページの拡充事業「３３ 図書ボラ

ンティアの活動に対する支援と援助」の

中で、いただいた御意見を踏まえ、各中

学校区子ども読書活動推進協議会の運

営方法など、ニーズに合わせた支援を検

討してまいります。 

ウ：参考 

２８ 

第４章 

６ 子ども読書

活動の啓発の

推進 

４０ページ「赤ちゃんタイム」について 

①具体的にどのコーナーを「利用してい

ただく」のか。館全体か、子ども室だけ

か。 

②乳幼児連れだと家の近くの方が行き

やすい。地区館では実施しないのか。 

①「赤ちゃんタイム」については、赤ち

ゃんが泣いたりはしゃいだりしても気

兼ねなく図書館をご利用いただくこと

が目的で導入します。赤ちゃんが主に利

用するのは、こども室と赤ちゃんおはな

し会の会場である３階会議室ですが、中

央図書館内全体へ働きかけ、図書館がい

つもより賑やかになることへの理解を

いただければと考えます。 

②まずは中央図書館で導入し、今後地区

図書館でも導入できるか判断してまい

ります。 

ウ：参考 
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２９ 

第４章 

６ 子ども読書

活動の啓発の

推進 

 

４１ページ「４３ 学校図書館の図書だ

よりなどの充実」について 

①「学校図書館だよりを発行します」と

あるが、図書だよりの作成は学校司書が

必ずやらなければならない仕事とはさ

れていないはず。 

②「図書館などと連携し」とは具体的に

どのようなことか。「など」とは具体的

にはどこを想定しているのか。 

③子ども読書活動推進計画全体につい

てもそうだが、特にこのように学校司書

の仕事の内容に関わることについては、

事前に学校司書全体にも意見を聞くほ

うがよいのではないか。 

①学校図書館や学校図書館活用の意義

について広く理解を図るための広報活

動の一つとして「学校図書館だより」の

発行が考えられます。 

また、学校図書館活用支援事業実施要領

にも学校司書の職務内容の一つとして

「掲示物、図書館便りなどの広報活動」

と示されております。 

しかし、「子ども読書活動推進計画（第

４次）（素案）」に記載されているような

表現ですと、「学校図書館だより」の発

行を学校に義務付けているような誤解

を生じさせてしまいますので、次のよう

に修正いたします。 

「４３ 学校図書館の図書だよりなどの 

充実」事業概要：児童・生徒・保護者へ 

の読書活動の啓発のため、図書だよりな 

どの広報活動について、図書館などと連 

携し、内容の充実を図ります。 

②「図書館など」の「など」には、図書

館以外の庁内他課、学校との連携も含ん

でいますので、「など」と表記していま

す。 

③第４次計画策定には、校長代表にも出

席いただき、学校としての意見もうかが

っているところです。策定した内容につ

いては令和２年度の学校図書館活用支

援事業の中で周知を図ってまいります。 

ア：反映 

３０ 

第４章 

６ 子ども読書

活動の啓発の

推進 

平塚市は広報活動に力を入れているよ

うなので、「広報ひらつか」をプロパガ

ンダ（特定の考えに誘導するための宣

伝）に利用してはいかがか。「第四次神

奈川県子ども読書活動推進計画」の中で

神明中学校のビブリオバトルが掲載さ

れている。そのようなイメージで「広報

ひらつか」の紙面で、各中学校の図書館

事情を学校司書や司書教諭に報告して

もらってはいかがか。他校の状況を知る

ことは中学生の好奇心を刺激し、自分の

学校の司書を再発見するきっかけにも

なると考える。 

各小中学校の学校図書館の様子等を知

ることは、学校図書館の全体の活性化に

繋がると考えます。「広報ひらつか」へ

の掲載については、担当課へも情報提供

をいたしますが、「広報ひらつか」だけ

でなく、今後ホームページ等もさらに活

用しより多くの方へ情報発信できるよ

う検討します。 

ウ：参考 
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３１ 

その他 ①小・中学生、ヤングアダルト向けのお

すすめ本のリストやチラシができれば

季刊でほしい。 

②デジタルばかりでなく、紙での作成も

考えてほしい。親の目にも触れる、学校

図書館で掲示しやすいなど、紙媒体なら

ではの利点も使えるように広報すると

よいのではないか。 

③新刊・新着は他館に入っていると気づ

かないので、ツイッターでこまめに紹介

するといいのではないか。他館の新着本

を知ることができるツールがあっても

いい。 

①~③各年齢層に向けたおすすめの本リ

ストやチラシ、新刊・新着資料の紹介に

ついては、紙とデジタル両方の利点を活

かし作成してまいります。利用者の方か

らも、紙とデジタル両方のニーズをいた

だいておりますので、御指摘の学校での

使われ方なども伺いながら効果的な広

報を検討してまいります。 

ウ：参考 

３２ 

その他  子どもの家の図書室の手入れ方法を考

えてはどうか。 

子どもの家の図書室の現状を調査し検

討してまいります。 

ウ：参考 

３３ 

その他  図書館の児童書担当の人はぜひ子ども

に本をおすすめできるようになってい

てほしい。読みたい本が見つからなかっ

たら聞いてね！などの目印をつけるな

どして聞きやすくなっているとよい。 

研修等の機会を充実させ適切なレファ

レンスができる職員を育成するととも

に、子どもたちが聞きやすい環境を作っ

てまいります。 

ウ：参考 

３４ 

その他  図書館で全国学校図書館協議会発行の

月刊誌『学校図書館』の購入をご検討く

ださい。 

雑誌選書の参考とさせていただきます。 エ：その

他 

３５ 

その他  図書館ではどのようなレファレンスを

受けているのでしょうか。来館者から受

けている照会事項の対応実績を市民に

紹介し、「お役立ち図書館」としての機

能向上を図ることを求めます。なお、市

図書館は国立国会図書館のレファレン

ス協同データベースの参加館となって

いますが、このシステムの有効活用を図

るべきだと思います。 

現在、平塚市図書館ホームページの「調

べもの相談」のページで、図書館で受け

た平塚市に関するレファレンス事例を

紹介しておりますが、今後、国立国会図

書館のレファレンス協同データベース

も含め、レファレンス事例紹介等市民に

も有効活用していただけるようさらに

力を入れてまいります。 

ウ：参考 
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３６ 

その他  子ども読書活動を推進する大人の側に

図書館の有用性をさらに啓発する必要

があります。公共図書館の存在意義や使

い方を知らない市民は少なくありませ

ん。図書館が日常生活の様々な課題解決

の情報源であることをもっと市民に啓

発した方がよいと考えます。図書館には

膨大な地域資料があります。市民の行政

リテラシーを育むために、それらをもっ

と活用し、市の様々な施策に絡めた図書

や地域資料の紹介、講座の開催を各課と

連携しながら企図して欲しいと思いま

す。 

御指摘のとおり、第４次子ども読書活動

推進計画では子どもたちへの読書推進

とともに、子どもたちの身近な大人たち

への読書の大切さを伝える啓発にも力

を入れてまいります。庁内事業（平成 

３０年度は地域包括ケア推進課の認知

症に関するイベントや産業振興課の創

業支援事業と連携）だけではなく、地域

の活動に図書館資料を提供したり協働

する取り組みをより充実させ、より多く

の市民に図書館機能を知り活用しても

らいたいと考えております。 

ウ：参考 

３７ 

その他 図書館内でのスポット展示、テーマ展示

を増やし、市民が十分に利用されていな

いであろう図書の利用を促進してはい

かがでしょうか。 

現在は概ね月毎に一般、児童向けの展示

を行っております。より資料の魅力を伝

え市民のニーズを捉えた展示を企画し

てまいります。 

ウ：参考 

３８ 

その他 平塚市ではなかなか実現しない「手話に

よる絵本の読み聞かせ」を小学校ででき

ないか。 

 

手話の言語性や魅力を体験するととも

に耳が不自由な方々への理解のため、子

どもたちが「手話での絵本の読み聞か

せ」などの体験をする機会は非常に重要

だと考えます。小学校のみならず様々な

場を活用し、実施できるよう検討してま

いります。※「番号１９」回答参照 

ア：反映 

 

＜お問い合わせ先＞   

平塚市教育委員会社会教育部中央図書館 

電話：０４６３－３１－０４２８ 

電子メール：library@city.hiratsuka.kanagawa.jp 
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